
国産油市場で
トップシェアを誇る老舗，
健康ブームの波に乗って
B2C市場も爆発的に成長

和歌山県伊都郡に本社を置く築野
グループ㈱は，戦後間もない1947年
に農林省指定の精麦工場として創業
した築野食品工業㈱をルーツにしな
がら，築野運輸㈱，築野ライスファ

インケミカルズ㈱，築野オレオケミ
カルズ㈱の４社で構成される企業グ
ループで，現在ではこめ油（タイト
ル写真右）をその主力製品として製
造・販売している。
「まず，こめ油の原料になるのはお

米の糠なのですが，実はこの米糠，
油を抽出する他にも，医薬品の原料，
化粧品の原料，さらには食品添加物
や工業用の原料も生み出すことので

きる素材で，米糠から様々な製品を
作っている会社なのです（写真❶）。
お米の糠から油を抽出した後の脱脂
糠には，肌に良い成分や医薬品の原
料というものが眠っている他，油の
精製プロセスの副産物や食用に適さ
ない成分も工業用の原料等で利用で
きることから，お米の糠を起点とし
て様々な課題解決のための輪を回し
ているような，いわばSDGsを先取
りしたような事業展開で，“We have 
a dream in rice bran（米ぬかに夢
を）”を事業理念として掲げています。
手前みそながら，現時点でここまで
の高度利用を実現しているのは，世
界的にもかなり珍しい事例ではない
かと思います」

と，説明してくれたのは築野グル
ープ 第二営業本部 食用油脂２部の
花岡泰資氏だ。花岡氏は同社が現在
のこめ油を中心の事業とするに至っ
た経緯について教えてくれた。
「創業者の築野政次は，戦時中に

フィリピンのマニラで捕虜として収
容され，飢餓で周りの人々が亡くな
るという壮絶な体験をして命からが
ら帰国できた時，食品の会社で，日
本という国を食生活から良くしてい
きたい，という思いで創業したのが

❶こめ油の製造プロセス，玄米㊨が精米工程で白米と米糠に分かれ，その米糠からこめ原油と脱脂糠が抽
出，こめ原油から製品としてのこめ油が精製される
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こめ油製品ラインナップ（提供：築野食品工業㈱）

手作業で2時間超かかっていた
帳票セット作業を自動化
送り状名人で出荷業務の効率化と脱属人化を実現
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始まりでした。精麦業を営む中で全
農さんとのお付き合いが育まれ，精
米時に大量に発生する米糠の処理に
困って，腐らないように油を除いた
脱脂糠の状態にできないか，と相談
を受けたのがきっかけで，こめ油の
製造を手掛け始めました。もともと
は業務用での需要が大半で，一斗缶
以上のサイズで，原料素材としてお
菓子等の工場で使われる他，学校給
食向けにも広く採用されています。
実は我が国の食用油は98％近くが
海外産の原料で，わずかに２％程度
の国産油はほとんどがこめ油なので
すが，国産で，遺伝子組み換えの懸
念がなく，アレルギーの特定28品目
に含まれていない点等が評価されて，
全国的に採用されるようになりまし
た」

さらにそれまでのB2B中心ビジネ
スから広くB2Cの個人消費向け市場
に拡大したきっかけは10年ほど前の
TV番組だったという。家庭の医学
をテーマとした人気番組で，こめ油
が身体に良い「スーパービタミンＥ
が含まれている」と紹介されたこと
から，こめ油の認知度が一気に上昇，

当初年間5億円程度だった限定的な
市場が急激に成長し，その後も反動
でシュリンクするようなことがなく，
今や安定した大型市場として確立し
ているそうだ。

手作業件数の負荷が課題だった
一般向け商材の出荷フローを
送り状名人導入を機に大幅改善

そんな，主に個人消費を中心とし
た家庭用の油脂類商品を取り扱うの
が花岡氏の所属する食用油脂２部，
同セクションでの困りごとを解決す
るべく導入されたのが今回の主役，
ユーザックシステム㈱の送り状名人
だ。そもそもの経緯から伺ってみた。
「現在，当社の従業員が約580名で，

こめ油の他あらゆる関連製品事業を
含めた年商がおよそ300億円を超え
たくらいです。

先にご説明した通り当社は製造業
であると同時にその供給先として食
品業界はもとより，医薬業界，化粧
品業界，各種原料業界との取引があ
ることから，部署ごとにお付き合い
する業界のルールや商習慣が異なっ

ていて，いつの注文に対していつ発
送するのかからその規模感までバラ
バラであるにもかかわらず，企業と
しての基幹システム等は一緒のもの
を用いていますので，そういった点
での使いづらさは各部署が抱えてい
ました。その中で，我々の食用油脂
２部が直面していたのは，コロナ禍
の終わり頃話題になっていた，物流
の2024年問題でした。卸会社様向け
への発送で多くは路線便業者のお世
話になっており，物量が増える中，
将来的に超過時間帯等での対応が厳
しくなる可能性が浮上しました。そ

図表1 従来の帳票類業務フロー

※USAC SYSTEM提供資料より本誌作成
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事前に3枚1組にセットされた
3種類の帳票に印字
❶運送会社A（赤），運送会社B（緑）
❷納品書，受領書，出荷指図書
❸貼札×10
※運送会社は出荷量と地域量で固定
※貼札は10個口以上でも10枚しか出てこない

納品書は3行までしか記載できないため，収まらなけれ
ば，また次の3枚セットに印刷される。紙のロスが発生。

課題❸ 納品書発行

顧客の要望によって納品書の送付方法が分かれており，
作業が煩雑に。（同封/FAX/郵送）

課題❷ 顧客ごとの納品書対応

伝票を切り取り，出荷日ごと，伝票ごとに並び替える作
業があり手間。出荷変更時はセット組みした塊から探し
出す必要があり，時間のロス。

課題❶ 伝票のセット作業

帳票類の発行～セット組み作業
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花岡泰資氏㊧と東亜美氏㊨

2026・6 49

築野グループ×USAC SYSTEM



うなってからでは遅い，という危機
感が始まりでした」

いわば2024年問題の真ん中，ドラ
イバーの拘束時間がきっかけで，荷
主側の物流改善ニーズが浮かび上が
ってきたケースだったようだ。
「全体のフローを見直す中で，まず

クリアすべき課題として浮かび上が
ったのが，当社独自の帳票のシステ
ムでした（図表1，写真❷）。これは
全社的に他の部署も含めて共通のフ
ローだったのですが，出荷に際して
発行される帳票類のセット組み作業
までのフローが，極端に人手に頼っ
ていたのが問題でした。具体的には
路線業者別に異なる入力伝票，納品
書・受領書・出荷指図書がそれぞれ
３枚つづりで出力されたものを手作
業で分離してから束ね，別封した納
品書とセットするという，手間がか
かる上に紙のロス発生も問題視され
るレベルになっていました。その送
り状も，各路線便で異なるフォーマ
ットだったので，それを各社が自社
書式に直しているケースもあったよ
うです。特に我々の部署は他の部署
より受注件数が多いため，作業の負
担を大きく感じていました。帳票類
を人手でセット組みする作業など，
繁忙期には，その作業だけで２時間

を超える程の見過ごせない負荷にな
っていました」（花岡氏）

そんな状況に追い込まれた食用油
脂２部の課題解決に向けた足取りは
どのようなものだったのだろう。
「まず，当社がそれまで取引して

きた企業には，我々の送り状に関す
る課題にマッチしたシステムが無い
ということが分かりました。そこで
市場を調べてみる中で３社ほどが俎
上に上ったのですが，正直なところ
ソリューションの規模感や企業の体
制といった入り口の部分で，早々に
ユーザックさん一本に絞り込まれて
いました。公式サイトで見られた多
くの導入事例の中に，課題や業種ジ
ャンル等で当社との類似性を感じる
ものがいくつかありましたし，打ち
合わせで当社にお越しいただいた際
にも，実際に作業を見ていただいた
上で，具体的なフローを立てるとこ
ろから丁寧に取り組んでいただいた
ことで，我々自身がどうしたらいい
のかわからない状態だったものを，
一緒に形作っていただいたのがとて
も心強かったです」

フロー全体では様々な課題がある
中で，最初に取り組むべき課題とし
て帳票類のセット作業にユーザック
システムの送り状名人を導入するこ

とが決定したのは，検討開
始から１年が経過した2025
年のことだった。
「従来は，受注のタイミン

グで送り状を含めた帳票類
の作成を最終段階まで済ま
せていました。伝票類も保
管が長引くことで紛失リス
クも増えますし，キャンセ
ルが発生したらそれを抜き
出して作り直す手間もかか
ります。そこで，送り状の
発行タイミングを，出荷作
業の直前にしようというの
が大きな変更点でした。そ
れからもう１つが，貼札と
出荷指図書を路線便トラッ
クが来ている充填工場まで
５分ほどクルマで移動して
届けていた工程の削減で，

そのために必要な伝票を充填工場側
で印刷したい，これがクリアすべき
項目となりました（写真❸）」

そう語ってくれたのは同社第二営
業部 食用油脂２部 リーダーの東亜
美氏だ。
「いただいた提案と見積を基に送

り状名人の導入効果について金額的
なシミュレーションを重ねて，従来
のやり方によるコストやリスクを算
出して，新規ソリューション導入コ
ストと比較すると，まず金額面でも
圧倒的にメリットが上回ることがハ
ッキリしましたので，導入の判断に
至りました」（花岡氏）

ただ，それまでの作業工程を一新
することになる送り状名人の導入に
際しては，単に発注して納品を待つ

❷それぞれ3枚綴りで出力される伝票㊧，納品書・受領書・出荷指図書㊨を人手でバラシて別々にセットする作業に，
従来は合計2時間以上の時間を要していた

❸本社周辺は築野グループの施設が連なり，充
填工場ともパイプを通じて24時間，油脂類をは
じめとする素材がやりとりされる
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だけではなく，荷主企業による路線
便業者との細かいヒヤリングの積み
重ねでお互いの理解を深めていく必
要があった。
「これはたぶんユーザックシステム

さんの過去の事例の中でもかなり特
殊ではないかと思いますが，例えば
従来の３枚綴り納品書を本当に廃止
して大丈夫かについても，実行にあ
たってはすべての得意先から納入先
まで１件ずつ確認しましたので，か
なりの時間を要しました。帳票も，
路線便業者と直接交渉を重ねる中で，
具体的な新しいデザインは，事実上
私が基本的に作り上げました。具体
的な要望と自分のイメージを形にし
ていくのに，ファックスのやり取り
を何回も繰り返しながら，この文字
は大きくこの文字は小さく，と１㎜
単位で調整して作り込んだことで，
お互いに完成のイメージは掴みやす
かったようです」（花岡氏）

帳票データの取りまとめから
出力までわずか数分で完了，
生まれた時間で
各種処理作業対応も

導入する荷主側の手厚いフォロー
も受け，これまで日々の人手による

作業時間を取られていた帳票のプロ
セスは，ユーザックシステムの送り
状名人によってどのように改善され
たのだろうか。
「送り状名人の導入以降，初期の

対応が済んで軌道に乗って来てから
は，ほぼノータッチで不便なく運用
できています（タイトル写真，写真❹）。
当初想定していた課題はすべてクリ
アになりましたので，まずこちらは
こうしたかったという要望について
は，ズバリのものができたと感じて

います。もし，現状でより改善の余
地があるとすればむしろ当社のRPA
側かもしれません。イレギュラーな
受注に当日出荷で対応するには，ど
うしても出荷指図書を急いで充填工
場にいるトラックまで直接届ける必
要があったのですが，これについて
もPDFを路線便業者オフィスに送信
して先方でプリントしていただく流
れになりましたので，作業者の負担
は劇的に軽減されました」（東氏）
「送り状名人の導入によって，そも

そも帳票類の発行作業自体
がほぼ自動化できたことに
よって生まれた時間で，各
種データの確認や１日の受
注データ処理といった締め
の作業に充てられるように
なったプラスの効果も見過
ごせません。今回の導入は
我々の部署に特化した課題
対応でしたが，今後は，運
送会社様とも，システムで
一元連携ができるような画
期的なシステムの開発を期
待しています」（花岡氏）

送り状名人で物流効率化
の第一歩を実現したこめ油
業界の最大手。今後のさら
なるイノベーションの取り
組みにも注目したい。

（AJ）❺業務改善後の納品書㊧と一体型帳票㊨，1色できめ細かくレイアウトされ無駄がない

❹基幹システムと情報連携して送り状名人が各帳票データをまとめるまでわずかに数分，最終的に充填工
場側に電話で通知の後，一斉にプリントアウトされる
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